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昔の写真を探しています！
問総務課広報・広聴係
　 ☎22-0555

満開の桜の木の下で、昼食を
楽しむ女子生徒。貴族のたし
なみとして広まった「お花見」で
すが、美しい桜を眺めつつ食を
楽しむ風習は、時代を超え、今
なお愛される日本の伝統です。

桜の下でランチタイム
提供者●植田 辰生さん
撮影日●昭和30年頃
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▶広報係に配属されて４年。
知らなかった場所や人、モノ
やコトがこれほどあったのか
と、ファインダーから見える故
郷は新鮮で、発見の毎日で
した。多くの出会いにも恵まれ、
ご協力いただいたかた、今
ここを読んでくれている人へ、
深く感謝申し上げます。みな
さんから学んだ多くの経験を
財産に、異動する部署でも
誠心誠意頑張ります。（相原）
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▶町誕生10周年を迎え、記
念式典がありました（P2-3）。
講師のお二人が読書の大切
さを講演。私ももっと読書を
しておけば、こんなに文章を
書くことに苦労しなかったの
かな…。来春には図書館・歴
史資料館がついに完成しま
す。読書はもちろん、ものづ
くりなどの体験もできて魅力
が満載。福智の子どもたちが
うらやましい限りです。（黒崎）

中央公民館図書室  ☎28-4100
（福智町赤池 970 番地 3）

開室時間／9時～17時
休室日／毎週㊊・毎月第３㊐・㊗・年末年始
　　　　蔵書整理期間（不定期）
貸出期間／２週間［１度に１人５冊まで］

新たな施設の“いま”を随時発信！

福智町立図書館・歴史資料館の新設
に伴う旧赤池支所の工事開始に伴い、
図書業務などを担う生涯学習課公民
館係が３月22日から中央公民館へ
引っ越しました。ご用のある際はお
間違えのないようご注意ください。
☎28-4100　fax	28-2575

公民館係が移動！

まちの図書司書セレクション

「図書館・歴史資料館準備室」
からのお知らせ No.9

旧赤池支所の図書館・歴史資料館への改築工事に
伴い、３月21日までに赤池支所で業務を行なって
いた全ての課の引っ越しが完了しました。そこで
支所内に残った事務用品（ロッカー、キャビネット、
机、ソファなど）を必要なかたや団体に、破格の
値段で販売する「旧赤池支所バザー」を開催しま
す。また、図書館の中学生ボランティアグループ
「ふくトラ」が作成した、図書館ＰＲ
用の特製トートバックも販売。売上
げの一部は図書館の資料購入費に
あてる予定ですので、多くの皆さ
んのお越しをお待ちしています。

↑
コ
ン
テ
ン
ツ
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豊
富
に
用
意
し
、
図
書
館
の
情
報
を
発
信
中
。

ご利用ください。まちの図書室
本の情報と紹介

▶日時　4月16日土・17日日
▶場所　旧赤池支所（赤池 970 番地 2）※変更する場合あり

9時～16時

著／朝井	リョウ
出版／朝日新聞社

『18きっぷ』

朝日新聞名古屋本社版に連載
された「18きっぷ」が、ついに
書籍化。18歳――。人生の岐
路に立ち、選択を迫られた若
者たち46人に取材し、その
素顔をモノクロのポートレート
写真とともに紹介する話題作。

著／C・ロジャー・メイダー
訳／灰島かり
出版／ほるぷ出版

『てっぺんねこ』

猫の「ぼく」は、バルコニーか
ら屋根にのぼって、お気に入
りの「世界のてっぺん」へ…。
仕草や表情が可愛い「ぼく」は
もちろん、美しいフランス・パ
リの街並みも素敵な絵本です。

図書館・歴史資料館の工事に伴う

「旧赤池支所バザー」の開催！

年３月開館予定の福智町立図書館・歴史資料館「ふく
ちのち」。新しい施設が“できるまで”を綴ったホームペー

ジを３月末に公開しました。建設プロセスはもちろん、「館長
日記」や「ふくちのちフィールドワーク」「日本一の図書館／
最低最悪の図書館 さて、どんな図書館？」など、町民の皆さ
んと一緒に図書館・歴史資料館の完成までの道のりをご紹介
ます。また、研究者・デザイナー・地域のみなさん・編集者・
料理研究家など、さまざまな分野の方々とともに福智町の魅
力を探るコンテンツや、館長・司書によるブックレビューなど、
幅広い内容を更新予定。こまめに更新していきたいと思いま
すので、みなさんどうぞお楽しみに！
 ＨＰアドレス　http://fukuchinochi.com

来


